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349
1947年 12月 20日，宮城県石巻市に生まれ，1953年 6月に神奈川県横浜市に転居。
〈学歴〉
1972年 3月　早稲田大学第一文学部人文専攻卒業
1975年 3月　早稲田大学大学院文学研究科日本文学専攻修士課程修了
1979年 3月　早稲田大学大学院文学研究科日本文学専攻後期課程退学
〈職歴〉
1978年 4月　山梨英和短期大学専任講師
1982年 4月　山梨英和短期大学助教授
1983年 4月　早稲田大学教育学部専任講師
1986年 4月　早稲田大学教育学部助教授
1991年 4月　早稲田大学教育学部教授（のち組織変更により教育・総合科学学術院教授）
〈主要業績〉
著書
『谷崎潤一郎　狐とマゾヒズム』小沢書店，1994年
『エリスのえくぼ　森鷗外への試み』小沢書店，1997年
『増補改訂版　谷崎先生の書簡　ある出版社社長への手紙を読む』（水上勉と共著）中央公論新社，
2008年
『物語の法則　岡本綺堂と谷崎潤一郎』青蛙房，2012年
『物語のモラル　谷崎潤一郎・寺田寅彦など』青蛙房，2012年
『文学のなかの科学　なぜ飛行機は「僕」の頭の上を通ったのか』勉誠出版，2018年
編集
『矢田津世子全集』全 1巻（近藤富枝・紅野敏郎・柳沢孝子と共編）小沢書店，1989年
『谷崎潤一郎全集』全 26巻（明里千章・細江光と共編）中央公論新社，2015年～ 2017年
編著
『資料　谷崎潤一郎』（紅野敏郎と共編）桜楓社，1980年
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『鑑賞日本現代文学 8　谷崎潤一郎』角川書店，1982年
『日本文学研究資料新集 18　谷崎潤一郎　物語の方法』有精堂，1990年
『日本児童文学名作集』全 2冊（桑原三郎と共編）岩波文庫　1994年
『新美南吉童話集』岩波文庫，1996年
『作家の随想 6　谷崎潤一郎』日本図書センター，1996年
『潤一郎ラビリンス』全 16冊，中公文庫，1998年～ 1999年
『作家の自伝 85　谷崎潤一郎』日本図書センター，1999年
『鷗外随筆集』岩波文庫，2000年
『谷崎潤一郎必携』学燈社，2001年
『日本近代文学評論選』〔明治・大正篇〕〔昭和篇〕（坪内祐三と共編）岩波文庫，2003年～ 2004年
『〈大人の本棚〉谷崎潤一郎　上海交遊記』みすず書房，2004年
『谷崎潤一郎文学案内』中公文庫，2006年
『講座源氏物語研究第六巻　近代文学における源氏物語』おうふう，2007年
『岡本綺堂随筆集』岩波文庫，2007年
『江戸川乱歩短篇集』岩波文庫，2008年
『谷崎潤一郎　境界を超えて』（アンヌ＝バヤール・サカイと共編）笠間書院，2009年
『地震雑感／津浪と人間　寺田寅彦随筆選』（細川光洋と共編）中公文庫，2011年
『岡本綺堂読物集』1～ 5まで刊行　中公文庫，2012年～刊行中
『日本近代文学短編小説選』全 6冊（紅野敏郎，紅野謙介，宗像和重，山田俊治と共編）岩波文庫，
2012年～ 2013年
『怪異考／化物の進化　寺田寅彦随筆選』（細川光洋と共編）中公文庫，2012年
『谷崎潤一郎の恋文　〈松子・重子姉妹との書簡集〉』中央公論新社，2015年
『寺田寅彦セレクション』全 2冊（細川光洋と共編）講談社文芸文庫，2016年
『日本近代随筆選』全 3冊（長谷川郁夫・宗像和重と共編）岩波文庫，2016年
『谷崎潤一郎　中国体験と物語の力』（銭暁波と共編）勉誠出版，2016年
『文芸的な，余りに文芸的な／饒舌録ほか』講談社文芸文庫，2017年
論文その他（2013 年以降のもので，単行本に収録したものは除く）
解説（谷崎潤一郎『猫と庄造と二人のをんな』，中公文庫，2013年 7月）
黄泉の国の女神イザナミ―『女神記』（『現代女性作家読本 17　桐野夏生』，2013年 11月，鼎書房）
偶感―Editorship（「エディターシップ」3，2014年 6月）
対談　谷崎潤一郎の“物語性”（清水良典）（「週刊読書人」，2014年 9月 26日）
谷崎文学の魔法の“鏡”（『谷崎潤一郎―文豪に出会う』，2014年 9月，山梨県立文学館）
今なぜ文学全集を出版するのか　秘蔵資料　公開の機会（談）（「読売新聞」，2014年 11月 11日）
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文豪谷崎潤一郎と松子・重子姉妹との奇妙な恋愛劇（「中央公論」，2015年 1月）
時代を超越した恋の文学　谷崎潤一郎没後 50年（「毎日新聞」〈大阪版〉，2015年 2月 19日）
谷崎潤一郎（『近代文学草稿・原稿辞典』，2015年 2月，八木書店）
新資料　谷崎潤一郎・松子，水野鋭三郎宛ほか書簡六通（「文芸別冊　谷崎潤一郎　没後五十年，
文学の奇蹟」，2015年 2月）
インタビュー　新たな谷崎の読み直しのために（同）
この本と出会った（「産経新聞」，2015年 3月 1日）
この 3冊（「毎日新聞」，2015年 3月 22日）
日本橋と谷崎潤一郎（「日本橋」，2015年 3月）
二〇年代と九〇年代の上海―桐野夏生『玉蘭』を中心に（「比較文学年誌」第 51号，2015年 3月）
〈松子との初対面〉再々考―『谷崎潤一郎の恋文』の編集を終えて（「資料と研究」2015年 3月，
山梨県立文学館）
佐藤春夫あて谷崎潤一郎書簡の衝撃（『谷崎潤一郎展―絢爛たる物語世界』2015年 4月，神奈川
近代文学館）
新発見　谷崎潤一郎　幻の創作ノート「松の木影」　『春琴抄』から『細雪』へ―文豪の試行錯誤
の軌跡を辿る（「中央公論」，2015年 6月）
谷崎の声を聴く―決定版『谷崎潤一郎全集』をめぐって（「Kotoba　コトバ」20，2015年 6月）
『歯車』について―漱石『それから』を視座にして（「芥川龍之介研究」第 9号，2015年 7月）
解説　谷崎評価史前期の集大成（中村光夫『谷崎潤一郎』，講談社文芸文庫，2015年 8月）
書評　三浦しをん「あの家に暮らす四人の女」（「北海道新聞」，2015年 9月 20日）
Tanizaki Jun'ichiro's Enduring Legacy（「JAPANESE BOOK NEWS」，2015年 FALL）
谷崎潤一郎の再婚―谷崎潤一郎，昭和五年八月十六日付根津松子宛書簡をめぐって（「ビブリア」
144号，2015年 10月）
松子書簡からのインスピレーション（『谷崎潤一郎の文学』，2015年 10月，北海道立文学館）
潤一郎と春夫―ひとつの感想（『佐藤春夫読本』，2015年 10月，勉誠出版）
谷崎潤一郎をめぐる女たち（「芸術新潮」，2015年 12月）
谷崎文学と伝統芸能（『文豪の聴いた音曲』，2015年 12月，国立劇場）
物語る力―谷崎潤一郎の物語方法―（「日本語教育与日本学」第 7輯，2015年 12月）
谷崎潤一郎「春琴抄」について（「ROFESSIONAJL  TOKYO」94，2016年 1月）
「谷崎王朝」の時代―その生涯と作品（「別冊太陽 236　谷崎潤一郎」，2016年 2月）
書簡抄―手紙に見る素顔の谷崎（同）
Between the Western and the traditional: Mori Ogai, Nagai Kafu, and Tanizaki Jun'ichiro（『The 
CAMBRIDG History of Japanese Literature』，2016年 2月
個人文学全集とこれからの文学研究―『谷崎潤一郎全集』の刊行に触れて（「昭和文学研究」72
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集，2016年 3月）
パネルディスカッション　小川未明フォーラム―今よみがえる未明の愛（宮川健郎，小埜裕二，
杉みき子，堀越千秋，松本猛）（「小川未明文学館紀要」創刊号，2016年 3月）
書評　尾高修也『谷崎潤一郎　没後五十年』（「図書新聞」，2016年 4月 9日）
「没後 50年谷崎潤一郎展―絢爛たる物語世界―」の周辺―谷崎潤一郎，水野鋭三郎宛未発表書簡
二通の紹介を含む（「神奈川近代文学館年報 2015年度」，2016年 7月）
対談　現実とフィクション　文豪の頭の中を覗き込む（綿矢りさ）（「中央公論」，2016年 10月）
座談会　複数の「谷崎」をめぐって　新発見資料「創作ノート」を手がかりに（明里千章，西野厚
志，細江光，五味渕典嗣，日高佳紀）（『谷崎潤一郎讀本』，2016年 12月，翰林書房）
反故原稿にみる創作力学―『細雪』を中心に（同）
死に向き合う谷崎潤一郎　阿部徳蔵宛書簡をめぐって（「Kotoba　コトバ」27，2017年 3月）
杉田直樹と谷崎潤一郎―全集未収録書簡の紹介を含む（「日本近代文学館年誌　資料探索」12，
2017年 3月）
この一点　「松の木影」（「日本近代文学館」276，2017年 3月）
創作ノートと幻の作品群（『新資料から見る谷崎潤一郎』，2017年 4月，日本近代文学館）
谷崎潤一郎と短歌（「短歌研究」，2017年 4月）
西欧と伝統とのあいだ（日本文学史のための一章）―森鷗外，永井荷風，谷崎潤一郎など（「ア
ジア・文化・歴史」第 5号，2017年 5月）
谷崎潤一郎と短歌 2　歌と小説（「短歌研究」，2017年 5月）
谷崎潤一郎と短歌 3　歌物語（「短歌研究」，2017年 6月）
谷崎文学のもつ物語の力　全集二十六巻編集終えて（「読売新聞」，2017年 6月 8日）
対談　谷崎潤一郎をめぐる女たちの「デンジャラス」（桐野夏生）（「中央公論」，2017年 7月）
二人称の悲しみ―原章二さんへの手紙（「アジア・文化・歴史」第 7号，2017年 12月）
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